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The structure of bullying affinity scale










































１ ２ ３ 共通性
<いじめ普遍性（α=.860)>
BA14_いじめたいという気持ちがあることはやむを得ないと思う。 .827 .201 .212 .769
BA13_いじめる気持ちは誰にでもある。 .765 .263 .122 .669
BA12_いじめる理由を理解できる。 .595 .393 .096 .517
BA８_いじめたいという気持ちは万人共通だ。 .593 .480 .116 .595
<いじめの不可抗力（α=.750)>
BA６_いじめたいと思うことがある。 .181 .739 .094 .587
BA７_いじめをしてもやむを得ないと思うことがある。 .302 .716 .120 .618
BA５_いじめたいという気持ちがあることがわかる。 .363 .554 .075 .444
BA10_いじめられても仕方ないと思うことがある。 .204 .446 .043 .242
BA４_周りがいじめているので，どうしようもなくいじめることがある。 .081 .442 .256 .267
<いじめの受身的肯定（α=.750)>
BA11_いじめている子がいても注意しない。 .027 .199 .908 .866
BA３_いじめられている人がいても，見て見ぬふりをすることがある。 .081 .048 .634 .411
BA15_いじめられている子がいても助けない。 .231 .103 .549 .365
因子寄与 2.339 2.306 1.707 6.35



















































１ ２ ３ ４ ５
１．いじめ普遍性 －
２．いじめの不可抗力 .62** －
３．いじめの受身的肯定 .31** .30** －
４．いじめ加害親和性 .87** .87** .58** －
５．いじめ加害傾向 .08 .20* -.18* .08 －
*.p<.05 **.p<.01 ***.p<.001
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